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 本論は、拙論、「幕末社会変動の国際歴史社会学的研究」（上）（下）（2015 年 3 月、『専修人
間科学論集社会学篇』第 5 巻第 2 号〔社会学篇第 5 号〕、2016 年 3 月、『専修人間科学論集社






















会層論、資源動員論、アンソニー・ギデンズの構造化論、社会の 4 側面論の 6 つの枠組みを使
用する（それぞれの詳細については、前掲論文上の 2.1～2.6 を参照）。 














































経済的システムについては同テーマを扱う前掲論文（上）の 3.1 と 3.2 を、幕府の教育機関で












た 8 代藩主山内豊敷は、学校設立を計画し、宝暦 9 年（1759 年）12 月 22 日その校舎を建設
した。はじめは教授場と称したがまもなく館号に改め、その学校を教授館と命名した。館内は
講堂のほかに教授役控え室・書庫・写字室および小使室を設け、万端の準備を整えて開館した
のは翌年正月 16 日であった。 
 教授館頭取として館務を取り扱ったのは中屋十右衛門と関裕左衛門、儒者の谷丹内および宮
地藤三郎・箕浦右源次・戸部助五郎が教授役に任命され、月に 6 回士格の子弟を集めて 4 人の
教授役が輪番で講義した。 
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 8、9 歳から 14 歳までは書道と素読の師につき、教授館に通うのは、15 歳から 40 歳までと
なっていた。15 歳から 40 歳までは文武を修行するのが一般的で、必ずしも教授館に通学する
ことを強要するものではなかった。教授役のほか儒者に直接師事することも認められ、ことに





になってきた。そうした事情から、藩校教授館は嘉永 3 年（1850 年）6 月、廃絶となり、文武
教育はしばらくそれぞれの師に委ねられていたが、16 代藩主山内豊範は文久 2 年（1862 年）
3 月文武の師家世襲制度を廃止したのを機会に、新しく文武館を設立し、藩校の刷新を図った。
文武官は同年 4 月に開校した。これは慶応元年（1865 年）7 月から致道館と改名され、文館と
武館に分かれ教育された。文館では経学・史学・書学・国学および蕃書（外国語）・兵学が講義
され、武館では弓術・馬術・剣術・槍術・居合術・砲術などの修練が行われた。  
 天保 3 年（1832 年）には藩の医学教育も始まり、最初は教授館内で医学席を設けて学ばせて
いたが、天保 12 年（1841 年）8 月に医学館と改称し、その翌年の秋城下帯屋町に医学館校舎
を新築して独立した。弘化 2 年（1845 年）13 代豊煕によって沢流館と改められ、さらに慶応
2 年には新設された開成館へ移転した。純然たる漢方医学から西洋医学も導入された。これは
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 東洋の開いた少林塾には多くの門下生が集った。その門下からは、後藤象二郎や福岡孝弟、
岩崎弥太郎などの明治維新で活躍する人材が輩出した。（平尾、1965、90、114－115、119－
















148－149 頁、166－168 頁、毛利、2008、21－22 頁参照）。 
 
 最後に、肥前藩の洋学校について論じて、この節を終えることにしよう。 
 肥前藩 10 代藩主鍋島直正は、藩校教授古賀穀堂の『学政管見』の提言を受け入れ、天保 5 年
（1834 年）、「医学館」を設置した。嘉永 4 年（1851 年）には、医師の資格・給与などを制度
化していった。安政 5 年（1858 年）、新築の病院を建設し、その際、医学館を「好生館」と改
称して、藩内の医学研究の本格化を図った。その際の中心人物は、大石良英と大庭雪斎であっ
た。 




 慶応 3 年（1867 年）佐賀藩は、アメリカ人宣教師フルベッキを教師に迎えて藩立英学校「蕃
学稽古所」を開校した。大隈重信や副島種臣がこの学校の運営を行った。この学校は、やがて
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「到遠館」と改称された。（杉谷、2004、96 頁、藤野、2010、179－182 頁、毛利、2008、52




 本節では、幕末の社会を、国際環境・経済・政治・思想の 4 側面に分け、この 4 側面から、
社会システム分析を行うことにより、その社会変動の説明するのが、その目的である。この目






















 嘉永 6 年（1853 年）6 月 3 日、ペリー率いるアメリカの黒船艦隊が浦賀へ来航し、江戸は大
騒ぎの情勢となった。参勤交代後、高知城入りしていた山内容堂のもとへこの急報が届いたの
は、艦隊が引き上げた数日後のことであった。 


























 龍馬は、その翌年の嘉永 7 年（1854 年）6 月、最初の江戸遊学から高知に帰ってきた。その
時期に、龍馬は画家の河田小龍を訪ねる。 
 河田小龍は長崎にいたこともあり、それにその頃アメリカから帰ったばかりの中浜万次郎か














えられ、嘉永 7 年（1854 年）8 月、河田小龍が御筒奉行や砲術指南役らとともに鹿児島に派遣
され、反射炉その他の技術を見学することとなった。 














 肥前藩は、寛永 18 年（1641 年）以来、福岡藩とともに一年交代で長崎警備の役をするよう




 肥前藩では、天保 3 年（1832 年）頃から洋式砲術の研究が始められた。弘化元年（1844 年）、
火術方を設置して洋式大砲の製造に着手した。 
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 10 代藩主鍋島直正は、天保 11 年（1840 年）に高島秋帆の考案した高島流砲術を肥前藩に導
入した。直正がこうした研究に着手したのは、諸外国の軍事的な圧力に対する危機感が国家全
体に高まってきたからである。 
 天保 9 年（1838 年）3 月 15 日、江戸を出発した直正は帰藩後、長崎郊外の山頂に設けた望
遠鏡で西洋の船が見えたときには、長崎から佐賀まで急報できる「白帆注進」の組織を強化し
た。 







 大砲鋳造は困難を極めたが、試行錯誤を繰り返したあと、ついに成功し、嘉永 3 年から慶応




 嘉永 3 年（1850 年）12 月 2 日には、伊王島・上ノ島の砲台築造にも着手した。砲台築造も
なかなか成功しなかったが、苦労の末、嘉永 5 年（1852 年）、砲台も完成した。（杉谷、2004、









改革派教会のフルベッキは安政 6 年（1859 年）に長崎に来航し、幕府の洋学所、ついで済美館
（長崎英語伝習所）で英語を教えていた。 
 肥前藩の蘭学寮の在学生、小出千之助・石丸虎五郎安世・中牟田倉之助・大隈重信・馬渡八















































 幕末の土肥両藩を通じて言えることは、以下の 3 点である。 


























イデオスケープ・メディアスケープの 5 者を緊密に結びつけていると考えることができる。 
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策の第一義とされたのである。具体的には、耕作農民を確保するため、脱走農民を警戒し、ま
た、新田開発を奨励したのである。 








ことも、兼山の改革事業としてあげられる。兼山は、まず 100 人を郷士に登用した。100 人衆
郷士がこれである。この募集が完了すると、さらに承応 2 年（1653 年）以後さらに 100 人を
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を知らない兼山の施策は、しばしば他を顧みない独裁があり、その課役・課徴・専売制の強制






















 天保 6 年（1835 年）5 月 10 日、佐賀城二の丸が焼失したのを契機に、前藩主鍋島斉直の実
権が新藩主の鍋島直正に移り、古賀穀堂ら儒者グループに属する改革派の中堅クラスの家臣が
門閥層に代わって藩政に加わり、これらの改革派の中堅層家臣団が藩政の中心となった。 



































 土佐 15 代藩主山内容堂（豊信）は、学問を好み、文武両道に優れ、時代の趨勢を敏感に察知
する名君の藩主であった。 
 容堂が藩主襲名をした時期は、嘉永 7 年（1854 年）の幕府による日米和親条約の締結、大老
井伊直弼による安政 5 年（1858 年）の日米修好通商条約の締結という激動期であった。勅許を
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得ない日米修好通商条約を結んだ幕府の独断への怒りと、将軍の後継問題が絡んで政界の対立
は激化していた。 






力になっていった。文久 2 年（1862 年）4 月には容堂も謹慎を解かれ、松平慶永らと再び公武
合体路線を推進していった。 













あった。倒幕派の長州が勢力を失う文久 3 年（1863 年）8 月の政変以後、容堂は土佐勤王党の
弾圧を開始し、その首領武市瑞山らを投獄し土佐藩を公武合体論で固めた。 
 次に、坂本龍馬による薩長同盟の密約と中岡慎太郎による薩土密約について論じてみよう。 
















薩長同盟を締結するきっかけとなり、翌慶応 2 年（1866 年）1 月 22 日、薩長同盟の密約が成
立する。 












































け入れられた。容堂は、慶応 3 年（1867 年）10 月 3 日に、将軍一橋慶喜に大政奉還を建白し
た。時局の情勢を理解した慶喜もこの進言を受け入れ、慶応 3 年 10 月 14 日に政権を朝廷に返
上した。（池田、2012、130—131 頁、158—162 頁；宅間、2010、160—163、164 頁、188－
189 頁参照）。 
 しかし薩長 2 藩は、慶喜の徳川家も含めた「大政奉還路線」では、徳川家の勢力が温存され
るので、根本的な社会変革はできないと考え、根本的な変革を行うには、慶喜と会津・桑名 2
藩藩主の追討が必要であると倒幕の計画を推し進めていた。討幕の密勅が薩摩・長州にくだっ
たのも上記の 10 月 3 日であった。 
 「大政奉還路線」に立脚した「公議政体論」に先を越された倒幕派は 12 月 9 日に政変を決
行して、王政復古の宣言をし、天皇中心の新政府を樹立した。新政府は政治の大綱を決める小














































 慶応 4 年（1868 年）4 月 18 日から 23 日にかけて土佐藩兵は東北諸藩の反抗鎮圧に出陣し
た。 
 慶応 4 年（1868 年）8 月 23 日、土佐藩は会津若松城包囲戦に突入した。1 カ月の包囲戦に
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 天保 6 年（1835 年）から開始された肥前藩の天保の改革の取り組むべき最重要の課題は藩
財政の再建であり、その原因であった藩債を整理することにより、天保 11 年（1840 年）頃に
は藩財政の再建にある程度成功するのである。また、農村の改革に着手し、在住代官を増やし
て領内農村支配を強化するとともに、天保 13 年（1842 年）には困窮農民の農業経営安定のた
めに、蔵入地を対象に 10 年間の加地子米猶予を実施し、地主支配の除去に努めたのである。そ




 肥前藩は福岡藩と 1 年交替で長崎警備を担当していた関係で、対外的防備の問題に関心を寄
せていたが、嘉永 3 年（1850 年）に長崎湾外の伊王島・神ノ島の台場を自前で築造することを
始め、反射炉を築いて鉄製の洋式大砲の鋳造に我が国で最初に成功した。このための費用は、
藩財政およびそれとは別途会計の非常用の懸硯方からも多く支出されていた。そのため懸硯方
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地位を高めることに成功したのである。 
 文久元年（1861 年）10 月に長州では長井雅楽の「航海遠略策」を藩論として採用し、「公武
合体路線」で動いていた。また文久 2 年（1862 年）4 月に島津久光は「公武」の周旋のため挙
兵上京し、一橋慶喜の将軍後見職、松平慶永の総裁職の就任等の改革を行うよう幕府に圧力を
かけた。鍋島閑叟もこうした有力藩と共に公武間の周旋に乗りだしたのであった。 






 慶応 3 年（1867 年）12 月 21 日に肥前藩はまず最初に家老鍋島孫六郎を挙兵上京させた。次
に、藩主鍋島直大は翌慶応 4 年（1868 年）正月 7 日に挙兵して京都へ向かう予定であったが、
鳥羽・伏見の戦いが起こったことを知らされたため、上京を延ばし、京都へ着いたのは 2 月 2

















































 幕藩体制下におけるメディアスケープとイデオスケープの側面については、この後の 4.4 章
で詳しく検討することにしよう。 
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 嘉永 6 年（1853 年）6 月、アメリカ東インド艦隊のペリーがアメリが大統領フィルモアの親
書を携え、軍艦 4 隻を率いて浦賀に来航して、日本中が大騒ぎとなった。翌 7 月にはロシア極













































園隆二郎、5—9 頁、21—25 頁、73—80 頁、91—92 頁参照）。 
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 この 6 カ条には、第 1 条では長州再征が「戦争」となったとき、第 2 条では、長州が勝利す









 平田篤胤は、安永 5 年（1776 年）、秋田藩の城下で、藩士大和田清兵衛の 4 男として生まれ
た。寛政 7 年（1795 年）、思うところあって 20 歳で脱藩して江戸に出て、29 歳で最初の私塾













文化元年（1804 年）から明治 5 年（1872 年）にまで至ると 4380 名余にまで達し、支持者や
理解者をその周囲に重層的に結集し、幕末から明治維新にかけて日本最大の知的集団となって
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は、「御国の御民」をないがしろにするものであるから、それに対して公憤や義憤が生まれるこ
とになる。上記の幽世思想も悪政を憎むように機能するので、「御国の御民」・「幽世」・「御任」















ととなる（子安、2009、194—214 頁；宮地、2012a、28—38 頁；宮地、2015、359—360 頁、
362—367 頁；国立歴史民俗博物館編、2004、20—25 頁参照）。 
  
 次に、土佐の「天保庄屋同盟」（天保 12 年・1841 年）盟約された条項を具体的に見てみよ
う。 









 第 22 条では、以下のように述べられている。 


















































 第 2 章では、本論の分析枠組みであるアルジュン・アパデユライのランドスケープ論、イマ
ニュエル・ウオーラーステインの世界システム論、マックス・ヴェーバーの社会層論、アンソ


















 本論文では、前掲論文（上）（下）に引き続いて幕末社会の 4 側面を 5 つの分析枠組みで分析
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